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　　　鹿兇島縣春日鉱山電気探鉱調査報告

陶山淳治＊小林．創＊

　　　　　　　　　　　R6sum6
Eleetrical　Prospecting　at　Kas眠ga　Gold　Mine，Kagoshima　Prefecture

by

　　　　　　　　　Jun翼Suyama＆Hajime　Kobayashi

　　The　electrical　prospecting　for　gold　deposlts　at，Kasuga　mine　was　performed．

　　The　deposits　areτnas台ive　in　form　and　of　hydrothermal　replacement　origin　in　tu丘and

tuff－brecc耳a．

　　As　a　result，writers　obtained　the　interesting　data　of　resistivity　conceming　with　the

forms　of　the　deposit　and　the　surroun（1ed，clayey　alteration　zone．

要　 約

．昭和28年3月，鹿児島県枕崎市春日鉱山において，

金鉱床に対する電気探鉱の適応性を検討する目的で電気

探鉱調査を行つた。

　その結果比抵抗法によつて珪化帯・泥熔岩・粘土化帯

の分布様相め概略を知りうることが明らかとなつた。

1．緒　 言

．昭和28年3月，鹿児島県枕崎市春日鉱山において，

金鉱床に対する電気探鉱の適応性を検討する目的で，・電

気探鉱調査を行つた。その結果をこXに報告する・

　調査に際し終始援助を賜つた春日鉱業所井野口所長は

じめ所員の方々，ならびに調査に協力を賜つた久池井氏

に深く感謝する。

　　　　　2．位置および交通

鉱山は鹿児島県枕崎市および西南方村に跨り，南薩鉄

道枕崎駅西方約5kmにあり，こNに至る道路は平坦で

バスおよびトラックが通う。　．

　　　　3．地形・地質および鉱床

本地域一帯は標高100～250mの丘陵性地形を示し1

丘陵をなす高地はいずれも珪化帯により構成されてお

り，これ以外は阿勿熔岩すなわち第四紀泥熔岩によつて

被われ，北より南へ海岸比向つて緩傾斜をなす地形を示

す。
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第1圖　位置圖

稜線は西および北側に分布し，西部および北部の稜線

附近は中生層の露出が著しく，西部では第三紀層の砂・

岩・凝友岩等が，北部では安山岩類の分布がみられる。

本地域の地質については久池井氏および本所高島技官

等の調査があり，それによると，地質は下位より中生

層・第三紀層，これらを貫ぬいて噴出盗流した輝石安山

岩類および第四紀層等よりなる。

第三紀層は中生層を不整合に被い，第四紀層に被覆さ

れ，その分布は主として栗野附近に限られている。下部

より暗緑色ないし淡友緑色礫岩・青次緑色砂岩・次緑色

砂質凝友岩・凝荻岩（一部角礫凝荻岩）よりなり，春日鉱

山における坑内の地質は凝友岩と角礫凝次岩より構成さ一

れているQ
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第4圖春日鉱山比抵抗分布圖a＝10m

　　　　第3圖春日鉱山自然電位分布圖

　第四紀泥熔岩層は灰褐ないし黒友色軟弱粗霧の火山次

と『，や鼠流状構造を示す泥熔岩（複輝石安山岩）とよりな

り，一般に黒灰色安山岩礫および軽石を含む。

　本地域において最も著しい変質作用は珪化作用・粘土

化作用で，このほか部分的には明馨石化・緑泥石化・プ

ロピライト化・黄鉄鉱化・炭酸化等の変質作用が認めら

れる。

　珪化作用と粘土化作用は密接な関連があり，珪化帯と

粘土化帯は同時に生成されたもので，珪化帯は粘土帯お

よび粘土化された変質凝次岩により囲饒ざれている。、

　鉱床は前述の第三紀凝次岩中にレソズ状または茸状に

胚胎する3箇の珪化帯よりなり，東部より第2鉱体・本

鉱体および第1鉱体と呼ばれ，南西部より東部に雁行状

に配列する。その地表よりの深さは南西部ほど深い。珪

化帯を形成する珪質岩は青次～淡褐色の多孔質ないし緻，

密の珪石よりなり，そのなかに東西系に属する裂罐およ1

び圧確帯が発達し，硫化物はこれらの弱線に滑つて著し

く晶出しているQ．

　金の晶出はこれら硫化物，特に硫砒銅鉱の染晶出の著

しい部分にこれに比例して多くなる模様であるo

　本鉱体は春日鉱山の中核をなす鉱体で，その珪化帯は

標高90mの小丘陵をなして突出し，その規模も走向延

長500m，．幅150m，深さ100mに達する茸状鉱体で，

その周囲は粘土帯により囲饒されている。

　裂罐系はやN北方に偏する東西系を示し，自然金およ

び硫化物の晶出はこの裂罐に滑つて著しい。主要な裂罐

は3箇あり，これに滑つて富鉱体が形成されている模様

である。

　第2鉱体は本鉱体の南西約200mに潜在するレソズ

37一（741） 4
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第5圖春日鉱山比抵抗分布圖』a＝20m

状の珪化帯で，65m坑水準においてはE－W，40。Sの

境界面で泥熔岩に接し，北部では粘土帯を挾み粘土化さ

れた変質凝次岩と接する。

4．電気探鉱

35

40

45

　4．1　目的・区域および方法

　本鉱体および第1鉱体周辺の性状を検べる目的で，第

2図に示したようなこれらを含む区域を測点間隔10m，

測線間隔30・m一た虻し（に）（ほ）は35m一として，自然

電位法および比抵抗法による調査を行つた。

　比抵抗法は2極法を採用し，電極聞隔10，20，40およ

び80mで各測線を50，60，100および120m’で（は・），

（に）および（ほ）の3測線を調査した。

　4．2結果および考察

　調査結果は分布図に纒め宅第3～7図に，各測線に滑

50’

循

輩位KΩ一伽

第6圖春日鉱由比抵抗分布圖a＝40血

う自然電位および比抵抗の変化の様相を第8～14隅に示

した。その結果は全般的にみて，④珪化帯は200kΩ一cm

内外で，本地域で最も高い比抵抗を示し，㊥粘土帯およ

び粘土化された変質凝友岩地帯（以下粘土化帯と呼ぶこ

ととする）は8’》10kΩ一cm内外で著しく低い比抵抗を示

しているo

　次に◎泥熔岩の厚く被覆すると考えられる部分では，

浅所は40kΩ・cm内外の比較的一様な比抵抗を示す模様

であるQ

　以上の一般的傾向を基として個々の区域について考察

を進める≧，

　本鉱体西部周辺

　（3）線No．11を中心とし一80mVに達する負電位異

38一（742）
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第7圖春日鉱山比抵抗分布圖a謁80m

常は，ほ黛東西方向へ螂がる傾向がある。珪化帯中の東

西系の裂罐に沿い硫化物の晶出が著しく，上部琉道では

これら硫化物の酸化による褐鉄鉱の汚染がはなはだし’

く，地表部では本鉱体は褐鉄鉱による赤焼けの露頭を形

成している。かような事実を総括的に考察すると，この

負電位異常は本鉱体珪化帯の硫化物の酸化に起因するも

のと考えることができるが，本結果から裂罐と負異常の

関蓮は明らかにすることはでき’なかつた。

　次に比抵抗法の結果を前述（イ），（ロ）および（ハ）を基

として，各線ごとに考察を進めるならば，珪化帯・粘土

帯および泥熔岩の分布の様相が推察できる。すなわち

　1）（い）線…・No．6～19附近は110，20，40および

80mの各電極間隔で，ともに200kΩ一Cm内外の高抵抗

を示しており，この部分は露頭より相当深所まで高抵抗

を示す珪化帯の賦存が考えられる。

　なお本測線では他の測線でみられるよ5に珪化帯の下

部に賦存すると考えられる下盤粘土化帯の影響が，電極

間隔80mの比抵抗値に認められない。

　一方No．20～22附近は，浅所は40kΩ一cm内外で泥

熔岩が分布するものと、思われるが，80mの電極間隔で

は8kΩ・cm内外の低抵抗を示しており，この部分の深所

には低抵抗を示す粘土化帯が賦存すると考えられる。

2）（ろ）線…・10および20mの電極間隔でNo．8～

14附近に，40mの電極間隔でその一部に200kΩ・cm内

外の高抵抗が分布し，珪化帯は露頭より相当深所まで賦

存するq）のと考えられるが，40m電極間隔でNo．12

・》15附近に50～70kΩ一Cm内外の低い比抵抗が分布し，

80m電極間隔でNo．8’）12附近が60kΩ・cm内外，

No．13～15附近が30kΩ一cm内外の低い抵抗が分布し

ている。かように抵抗の低くなるのは下盤粘土化帯の影・

響と思われるので，珪化帯と下盤粘土化帯の境までの深

度は全般的に（い）線附近より浅く，かつNo。13～15附

近はNo．8～12附近に地べ浅くなつているように考え

られる（》

　次に：No．22～24附近は10および20mの電極聞隔で

は30～40kΩ・cm内外で，No．30～35昼付近より高抵抗と

なつており，浅所は廃石およびその下部に泥熔岩が分布’

していると思われるが，40m電極間隔で11～14kΩ一cm

の低抵抗が，・80m電極間隔で8’》9kΩ一cmの低抵抗が

分布しており，この部分の深所には低抵抗を示す粘土化

帯が賦存するものと思われる。

　3）（は）線…・No．8～12は10および20mの電極間

隔で，ともに200kΩ・cm内外の比抵抗が分布しており，

この部分も珪化帯が露頭附近より相当深所まで分布する

と、思われるが，40mの電極間隔でNo．8～10附近が

100kΩ一cm内外，No．12～15附近で50kΩ一cm内外で

あり，60および80mの電極間隔ではNo．8～10附近

に60kΩ・cm、内外，No．10～14附近に20kΩ一cm内外の

抵抗が分布するが，100および120mの電極間隔ではと

もに1恥．7～24附近は数kΩ・cmの低抵抗が分布してい

るので，珪化帯と下盤粘土化帯との境までの深度は，全

般的に（ろ）線附近より浅ぐなつており，かつNo．10’》

14附近はNo．8～1σ附近に比べ浅くなつ宅いると考え

られる。

　次に100および120mの電極聞隔で，ともにNo。7

～24附近が数kΩ・cm内外の低抵抗を示しているのはヤ

この附近の深所に賦存する粘土化帯に起因する現象と思

われるQ

　No，19～25附近は10mの電極間隔で30kΩ・cm内外

で，電極聞隔の増すとともに抵抗が減り，1GOおよび

39一（743》
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第8圖　い線自然電位。比抵抗曲線圖

．　　120mの電極聞隔で4kΩ一Cm内外の低抵抗が分布して

　　おり，（ろ）線と同様にこの部分は，泥熔岩下比較的浅所’

　　より粘土化帯が賦存するものと思われる。

　　　4）（に）線…・No．7～11附近は露天掘跡で測定不能

　　となつたため，珪化帯およびその下部粘土化帯について

　　の資料が不充分であるQ

　　　20mの電極間隔ではNo，12’》28附近は20〔ゾ30kΩ一cm

　／で比較的一様な抵抗が分布しているが，40m電極間隔

　　ではNo．13～20附』近が10kΩ一cαi．程度の低抵抗となり

　　50』60，80，100および120mと電極間隔が増す芝とも

　　に，この部分の比抵抗も次第に低くなり，同時に低抵抗

　　部分の拡がりも増し，100および120mの電極間隔では

　　No．14～25・附近は数kΩ・cmの低い比抵抗を示してい

る。従づて（い）線（ろ）線および（は）線で述べた考案と同

様に，この部分の下部は粘土化帯が賦存し，かっNo。

14～20附近は比較的浅所奪で粘土化帯が分布す為もの

と、思われるQ

　5）（ほ）線・』・・10および20mの電極間隔でNo．4～

9附近は巧kΩ一cm内外で，No．12’》21附近は40～50

kΩ一cm内外の比抵抗が分布し，電極間隔の増すととも

に比抵抗は低くなり，低抵抗部分が増し，80，100およ

び120mの電極間隔ではNo．4～21附近はi数kΩ一cm．

の低抵抗が分布する。

従つてこの場合もまた同様の考察よりNo．4～21附
近の下部は粘土化帯が分布し，㌔No．4～8附近は浅所よ

り粘土化帯が賦存するものと，思われる。

40ま一ぐ744、
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第9圖　ろ線自然電位・比抵抗曲線圖

　なお珪化帯の影響と思われる示徴は顕著なものが認め

られず，珪化帯が賦存するとしてもその規模は極く小さ

いものと思われる。

　次にNo．12～21附近が浅所で40～50kΩ一cmの比較

酌高抵抗を示す現象については，地表附近に分布する廃

・石等り影響によるものと考えている。

　6）（へ）線…・電極聞隔10mでNo。6附近が10kΩ一

cm内外の低抵抗で，他の部分は一様に50kΩ一Cm内外

の抵抗を示しておりジ電極間隔の増すとともに低抵抗部

の比抵抗は低くなり，その拡がりも増し，80mの電極

間隔では一No．6ヶ20附近は9kΩ一cm内外の低い比抵抗

が分布している。従つて（ほ）線の場合と同様，・この部分

（No．6～20）は泥熔岩に被われており，その下部は粘土

化帯が賦存し，No．6附近は比較的浅所まで粘土化帯が

分布するもゐ．と思われる。　　　　　　’

　7）（と）線…・10mの電極間隔でNo．6附近力120’

』kΩ一cm内外の低抵抗で，他の部分は一様に5？kΩ一cm申

外を示し，（へ）線同様電極間隔が増すとともに低抵抗部

の比抵抗は低くなり，一かつその拡がりも増し，80m電

極間隔でNo』4～No．14附近はi数kΩ一cmの低い抵抗

が分布する。

　従つて：No．2～20附近は浅所は泥熔岩で被われ，その

下部は粘土化帯が賦存し，粘土化帯までの深度はNo。6

附近が最も浅いように、思、われるQ

　8）以上のように本鉱体珪化帯は粘土化帯に囲饒され

ており，その規模は（い）線附近が大ぎく，（ろ），（は），
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第10圖　は線自然電位。比i抵抗曲線圃

（に）および（ほ）線へと西方にゆくにつれ宅下盤粘土化帯

までの深度は次第に浅くなり，（ろ）線No．13～（は）線

No．10の北部は南部より珪化帯と粘土化帯との境まで

の深度が浅くなつており，（へ），（と）線附近ではほとん

ε珪化帯の発蓬はみられない模様である。　　　　。

　なお本結果から推定される珪化帯の分布は，ほ蚊い）

線：No．7戸》20，（ろ）線No．7～15，（は）線：No．7’》13

一（に）線は測定結果なし一の範囲であり，その他の区域

は泥熔岩により被覆されているものと，憲われる。

第ユ鉱体周辺

　前項8）で述べた珪化帯の分布する区域以外は泥熔岩に

より被覆されているが，この泥熔岩に被われる区域では

　1）（ほ）線No．41～45，（に〉線No．せ1～44附近に』

85mVに蓮する緩慢な負中心がみとめられている。

　2）電極間隔10および20mの比抵抗には，地表ない

し地表下極く浅い部分の影響と思われる局部的に分布す

．る高抵抗一④．（ほ）1線No．18・》（へ）線No．21附近は

80kΩ・cmの高抵抗，および⑭（に）線No．40附近の

50kΩ一cmの高抵抗一および低抵抗⊥◎（ろ）線No．32

～’（は）線No．29附i近の1σ～20㎞・cm低抵抗一が認めP

られるが（第4・5図参照），一般には30～40kΩ一cmの

比較的一様な抵抗を示している。・

　3）電極間隔40mでは，上述本項2）の地表下極く・

浅い部分の影響と思われる局部的に分布する高抵抗およ

び低抵抗は認められず，全般的にみ七南ないし南西部に

向つて抵抗が高くなるような傾向がある（第6図参照）。
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第11圖　に線自然電位㌧比抵抗曲線圖

　4）電極間隔80mの深所の状態の反映する比抵抗分

布では，④（は）線No．31’一39，（に）線No．32～39附

近および㊥（へ）線No．36～（と）線No．36附近に低抵

抗がみとめられる。

　この区域は一般に火山次質ないし流状構造を示す安山

岩質の比較的透水性の泥熔岩が，第三紀凝友岩を被い，

南部は北部に比べ泥熔岩が厚く，（は）線No．42および

（と）線No．46附近でその厚さは大略60・》70m内外で

あるb

　第1鉱体は第2図に示したように，（は）線No．30～

39，（に）線No．33～39附近の下部約50m附近にあり，

「本鉱体」同様粘土化帯に囲饒された珪化帯でその規模

は本鉱体より遙かに小さい。本項2）に述べたように泥

溶岩に被われる区域は，電極間隔ユ0および20mで40

kΩ一Cm内外，電極間隔100および120mで15kΩ・cm

内外の比較的一様な比抵抗が分布している。一般に泥溶

岩はほMOkΩ・Cm内外で比較的一様な抵抗のものと考

えられ，その下部凝友岩ないし泥熔岩と凝友岩の境附近

に発蓬する帯水層の影響で，下部は15kΩ一cm内外の低

抵抗を示すものと考えられる。

　従つて泥熔岩が厚く被う部分では，電極間隔40～50

mでもまた40kΩ一cm内外の抵抗を示すが，薄い部分で

はこれより低い抵抗を示し，泥熔岩の薄い場所ほど電極

聞隔の小さい場合の比抵抗が低く（下部低抵抗層の影響

で）一なる傾向が生ずるので，南ないし南西に向つて泥熔

岩が厚くなるため本項3）に．述べたような傾向が生じた
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第12圖　ほ線自然電位・比抵抗曲線圖

ものと考えることができる註1）。

　次に第1鉱体周辺は粘土化帯が発達しているが，本鉱

体について述べたよう「に粘土化帯は著しく低抵抗である

と考え得るので，本項4）一④附近の低抵抗は第1鉱体周

辺粘土化帯に起因する現象と考えられる。ゆ

　本項4）一9附近の低抵抗については，泥熔岩と凝友岩’

の境附近に砂および粘土交り礫層が発達し（例えば旧河一

床堆積物），帯水条件に恵まれて著しく低抵抗となる場

合も考えられるので，本項・4）一⑭附近の低抵抗はとのよ

うな理由による場合と粘土化帯による場合とが考えられ

註1）附圖8～14の各測線の1σ，20，40ないし80mの電極問隔の比
　　抵抗が南部でほ貸同一の値へ班づく傾向が見られるのは，このよ

　　うな理由によるものと考えることができるo

るが，本調査結果のみからはそのいずれの場合匹よるか

は明らかではない。しかしながら両者はその分布の様相

を裏にすると考えられる¢）で，広汎な調査により上述の

低抵抗の分布を調べるならば，いずれの原因によるもの

かを推察しうるように思われる。

　次に本項2）一⑭附近は浅所で50kΩ一cm内外の比較的

高い抵抗が分布し，．本項1）に述べた負異常が認めら

れ，本項2）一④附近の浅所も高抵抗（80kαcm内外）

で，かつこの部分はや』低電位となつている。　　　　、

　本項2）一④附近の高抵抗は地表下極く浅所の状態に起

因する現象と，思われ（第12・13図参照），この部分にあ

る廃石等の影響でかような高抵抗がみられるものと思わ

れる。
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第13圓　へ線自然電位・比紙抗曲線圖

　　　なお，この附近は比較的低電位となつているが，こ、れ

　　は前項（本鉱体西部周辺）で述殖た珪化帯附近にみられる

　　負異常と同様な原因（廃石中の硫化物の酸化による）で生

　　じた現象と考えられる。

　　　本項2）一⑭附近は電極間隔10および20mともにほ

　　黛等「しい抵抗を示しており・本項2）一⑭は本項2弟④の
ノ

　　ような浅所に局部的に存在する異常物による現象とは考

，　えられず，従つて1）に述べた負異常は本鉱体およ．び本

　　項2ヂ④附近の低電位と同様な原因によるものとは考え

　　難い。

　　　本調査からは本項1）に述べた負異常の原因を明らか

にするにたる資斜は得られなかつたが，この附近は泥熔

岩に被われているのでその原因として次の様なものが考・

えられる。

　熔岩地帯で電位変化をみることがあり，その場合電位』

変化を起す要素として熔岩流の厚さが考えられている。

この負異常についても同様泥熔岩流の厚さによる影響が

一応考えられるが，潜在鉱体上部でこれを被う泥熔岩の・

厚さの変化が考えられる。なおまた，深所にある鉱体な

いし粘土化帯と関連する泥熔岩中のある種の化学作用に

よる影響とも思われる。従つてヒの負異常は鉱体の潜在l

Fに関連ある現象と考えられる。
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第14圖　と線自然電位・比抵抗曲線圖

翫　結　　語

　本調査の結果より

　（1）　比抵抗法により珪化帯（浅所）・泥熔岩・粘土化’

帯の分布の概略を知りうることが明らかとなつた。’

　（2）本鉱体附近ρ負電倖異常は珪化帯中の硫兆吻の

酸化に起因する現象と思われる。

　（3）第1鉱体南西地表でみられる負異常の原因につ

いては明らかにし得なかつたが，比抵抗法の結果を参考

としてその原因となる要素を考察してみた。

　従つて，④珪化帯の発達状態をしること，⑭泥熔岩の・、

厚さすなわち旧地形を推察するとと，⑳泥熔岩下部の粘

土化帯の発蓬状況をしること等の手段としての電気探鉱

法の適応性が明らかとなつたQ

　　　　　　　　　　　　　（昭和28年30月調査）
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